
別紙様式６（随意契約（プロポーザル方式を除く））

令和2年10月5日

業務区分  業務概要

設計コンサルタント 測量・設計業務

契約年月日
令和2年10月2日

工事完成（業務完了）の時期
令和２年１０月

○ 契約の相手方を選定した理由

○ 契約金額の変更を伴う契約の変更を行った場合　　　　　　　　　　（令和２年11月1３日追加記入）
・変更契約年月日　令和２年１０月２７日　　　　　　　　　　　　　　　　・変更後の契約金額（税抜き）　　１，０８０，０００円
・変更の理由　　本業務施工中のところ、測量・設計延長に変更の必要が認められたことなどから、変更契約を行った。
・変更後の業務完了の時期　令和２年１０月

○ 成績評定の結果　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（令和２年１１月１３日追加記入）　
業務成績評価　８２点、技術者成績評価（管理技術者　８２点、照査技術者　８０点）

契約金額（税抜き） 工事（業務）着手の時期

契約方式 予定価格（税抜き）  契約相手方の商号又は名称及び住所
随意契約 １，０００，０００円 函館市昭和３丁目２３番１号　株式会社　ノース技研　代表取締役　布村　重樹

　　　板小屋林道カノコ沢支線災害復旧
計画測量・設計業務

北海道北斗市峩朗　５０９７・５０９８林班

令和２年度　　檜山森林管理署測量・建設コンサルタント等業務契約状況

　　　　　　　　　　　　　　　　　　分任支出負担行為担当官
　　　　　　　　　　　　　　　　　　檜山森林管理署長　　　加納　正幸　　　印

業務名 履行場所

９４０，０００円 令和２年１０月

　令和２年９月１５日の集中豪雨により、板小屋林道カノコ沢支線で路体流出が発生した。本業務は、当該林道で来年度以降に森林整備事業が計画されていること
や、北海道電力株式会社が送電線管理に使用していることから、早急な災害復旧計画が必要であるため、会計法（昭和22年法律第35号）第29条の３第４項（契約の
性質又は目的が競争を許さない場合）に該当するものとして、随意契約とした。
　なお、相手方の選定については、北海道森林管理局が令和２年度における災害復旧調査業務の委託対象者について公募を行い、選定された「令和２年度災害復旧
調査業務の委託対象者名簿」のうち「林道施設に係る災害」の者とした。


